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最終頁に続く

装置の処理手段がコンピ ュータプログラムそ実行することにより、 前記装置が遂行する

方法において、 入力デ←タ (20)を符号化して対応する符号化出力デ←タ (3 0 )を生

成する方法であっ て、以下のステップ :

( a )前記入力データ(2 0)を複数のブロック またはパケットに分割することであって

、前記ブロック またはパケッ トはそれらの コンテンツに応 じた、 一つ以上のサイズ老有す

る、 分割することと ;

( b )対応する変換デ←タを生成するために、 前記ブロック またはパケッ トのコンテンツ

に対し て複数の異なる変換老適用することと ; 10 

( c )前記変換データの表現の品質キ号、変換を適用する 前のブロック またはパケットのコ

ンテ ンツの品質と比較し、それによって前記変換データの表現の品質が一つ以上の品質基

準を満たすかどうかを決定することと ;

( d )前記複数のブロックまたはパケッ トのいずれかに対応する変換デ←タの表現の品質

が、前記一つ以上の品質基準を満たさない場合、該ブロック またはパケ ットを、さら に分

割するか、他のブロックまたはパケッ トと結合するか して、ステ ップ(b )を繰 り返すこ

とと ;

( e )前記ブロック またはパケットのいずれかに対応する変換デ←タの表現の品質が前記

一つ以上の品質基準を満たす場合、符号化きれる前記入力データ (20 )を表わす符号化

出力デ←タ(3 0 )を提供するために、 前記変換データを出力することと ; 20 



(2) JP 6245888 82 2017.12.13 

を含み、ここで、

(i )前記符号化出力データ(3 0 )には、 前記ブロックまたはパケッ トが分割文は結合

されたか否かそ示す情報が含まれ、

(i i)ステップ (b )において適用 される前記変換につき、

(b 1 )データベ←ス参照， D C値， スライド，スケ←ル，ライン，マルチレベル，不変

，補間，外挿， D C T，パルス符号変調 (pC M) ，差分パルス符号変調 (DP C M) 

連長圧縮 (RLE)， S RLE， EM， LZO， VLC，ハフマン符号，算術符号化， レ

ンジ符号化，変換符号化，差分符号化， ODelta符号化， b z i P 2特化型 RL Eの

いずれかから選択されたものであり、

(b 2 )前記複数のブロック又はパケットの少なくとも一つに適用 されるものは、 該複数 10 

のブロック又はパケットのその他のものに適用 されるものとは異なる、

ことを特徴とする、方法。

【請求項 2】

装置の処理手段に実行されると、 前記装置に請求項 1に記載の方法を実行させるプログ

ラム命令を備える、 コンビ ュ←タプログラム。

【請求項 3】

入力データ (20)を符号化して対応する符号化出力データ (3 0 )老生成する エンコ

ーダ (10)であ って、 以下の処理:

( a )前記入力デ←タを複数のブロックまたはパケットに分割することであ って、 前記ブ

ロックまたはパケットはそれらのコンテンツに応 じた、一つ以上のサイズそ有する、分割 20 

する ことと ;

( b )対応する変換データ老生成するために、前記ブロックまたはパケ ットの コンテンツ

に対 して複数の異なる変換を適用することと ;

( c )前記変換デ←タの表現の品質老、 変換を適用する 前のブロックまたはパケッ トのコ

ンテンツの品質と比較し、それによって前記変換データの表現の品質が一つ以上の品質基

準そ満たすかどうかを決定することと ;

( d )前記複数のブロックまたはパケットのいずれかに対応する変換デ←タの表現の品質

が、 前記一つ以上の品質基準を満たさない場合、前記一つ以上のブロックまたはパケット

耳号、さらに分割するか、他のブロックまたはパケットと 結合するか して、ステップ (b ) 

を繰 り返すことと ; 30 

( e )前記ブロックまたはパケットのいずれかに対応する変換デ←タの表現の品質が前記

一つ以上の品質基準を満たす場合、符号化される前記入力デ←タ (20 )を表わす符号化

出力データ (3 0 )老提供するために、前記変換データそ出力する ことと ;

を実行するデータ処理ハー ドウ ェア老備え、こ こで、

(i )前記符号化出力デ←タ (3 0 )には、 前記ブロックまたはパケットが分割又は結合

されたか否かを示す情報が含まれ、

(i i)ステ ップ(b )において適用 される前記変換につき、

(b 1 )データベース参照， D C値， スライド，スケール，ライン，マルチレベル，不変

，補間，外挿， D C T，パルス符号変調 (PC M) ，差分パルス符号変調 (DPCM)， 

連長圧縮 (RLE)， S RLE， EM， LZO， VLC，ハフマン符号，算術符号化， レ 40 

ンジ符号化，変換符号化，差分符号化， ODelta符号化， b z i P 2特化型 RL Eの

いずれかから選択されたものであり、

(b 2 )前記複数のブロック 又はパケットの少なくとも一つに適用 されるものは、 該複数

のブロック又はパケットのその他のものに適用 されるものとは異なる、

エンコ←ダ(1 0)。

【発明の詳細な説明】

【技術分野】

【0001】

本出願は、入力データを受信 し、 入力データを符号化 して対応する符号化出力データを

生成する エンコーダに 関する。また本出願は、 入力デ←タを符号化して対応する符号化出 50 
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力データを生成する方法にも 関する。さらに、 本出願は、 非一時的コ ンピ ュ←タ可読デ←

タ格納メディ アに記録され、 前述の方法そ実装するために コンピ ュータハード ウェアで実

行される ソフ トウェアにも 関連する。

【背景】

【0002】

データコンテンツは、現在の人口増加に伴って広 く格納され通信されていて、 例えば、

インターネッ ト、無線通信老通じたマルチメディ アコ ンテンツとして拡大し ている。 こう

したマルチメディ アコ ンテンツは、画像，動画，音声等を含むことが多いが、これらに限

定きれない。データコンテンツは装置やソフ トウェアアプリケーション、メディ アシステ

ム、デ←タサ←ピス聞で格納され通信される。こうした格納 と通信の際、画像や動画をヰ 10 

ャプチャ したり、スキャン，伝送，共有，視聴，印刷をした りする状況が生じる。 しかし

、こう した画像や動画は、データメモリ 容量や通信システムの利用帯域の点で要求が多い

。通信システムの帯域が制限きれる場合、 そう した画像や動画は通信するのに多大な時聞

を要する。こう した格納に関する要求に対応するために、 従来の方法では、ある程度のデ

ータ圧縮も行う動画像符号化方法を採用 している。 現行の動画像符号化標準の例を表1に

示す。

[表 1]現行の符号化標準

JPEG MPEG-1 H.261 WebP Lucid 
JPEG2000 MPEG-2 H.263 WebM GIF 
JPEG XR MPEG-4 H.264 PNG 20 

MPEG-4 AVC HEVC TIFF 
MPEG-4 MVC BMP 

MP3 VC・1

Theora 

AAC 

FLAC 
Ogg Vorbis 

Speex 

【0003】 30

画質は、高精細度 (HD)規格やハイダイナ ミックレンジ (HDR)の採用等により 段階的

に向上しているため、 画像と音声ファイルは大きくな っている。一方、三次元 (3D)動画

像や音声は徐々に人気が高まっている。 このため、エン コーダとデコ← 夕、のいわゆる 「コ

ーデック 」に対し、通信・格納されるデータ量の増大に対処するための高効率の符号化・

復号方法が要求されている。また一方で、ある程度のデータ圧縮を提供する符号化方法は

圧縮デ←タを生成する 際、情報コ ンテンツに関し て実質的に可逆であるべきことが強 く

望まれる。

【0004】

従来のコーデックは、表2で示すように、 先行する特許出願や特許査定された特許に記

載されている。

[表 2]コーデック を記載する先行文献

40 
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先行特許または特許山願 五正面11

米国特許第!')R32130サ

米国特許第i379!196サ

ldt国公 I~公判第227/175/1A1サ サムスン屯子株式会社

米国特ずF第652963!Jサ Thyagarajan 

米国特許第767610Hナ

米国公 I~公判2006/020/1 11!')A 1サ 日付似(、rovI (‘:符サ化ブロック:こ凶J変ノミラメ ー タ
による単一連gの符サ化を不1]則自

【0005】

一般に、 多くの既知のビデオ コ←デック は、 実質的に固定のパラメ ←タで画像の広範囲

を効率的に符号化することが出来ない。一方、画像の狭い空間領域を高効率で符号化する

ことは可能である。離散コサイン変換 (DCT)やウェーブレッ ト変換等の変換に基づく 予

測および予測誤差符号化方法による形式において、動き補償そ用いるのが従来手法である

こうした変換は、静止画像や動画シーケンスの一部を形成する画像等の所定の画像の部

分を、符号化処理されるブロックに分割する処理を利用する。ブロック は、8X8画像要素

や4X4画像要素、 または類似の画像要素である。大きいサイズのブロックでは非効率な符

号化処理につながるため、こ うした比較的小きいブロック が使用 きれる 。ただし、場合に

10 

より 16x 16の画像要素ブロックが使用 されることもある 。従来の既知の画像符号化手法に 20 

従って、 複数の異なるサイズのブロックが符号化で使用 される場合、従来手法ではブロッ

クサイズの僅かな変化を利用し ている。またブロックサイズは、 関連するブロック領域に

おいて動きがどれ程充分に補償きれうるか、 対象の品質パラメ ータ等の符号化品質パラメ

ータに基づいて選択される。概 して、より 高い符号化画質には、データ圧縮が少なくなる

、より 小 さいブロック が必要になる。従来の符号化方法の中には、パリテイ コー ドや誤 り

訂正コ← ドが含まれる場合、 データサイズが増加する場合もある。

【0006】

こうした状況から、 画像や動画のデータ圧縮老提供しつつ、画質老保持することは、既

知のエンコーダやデコ← 夕、で十分に解決されていない現在の課題であることが理解される

であろう。ここ数十年に様々な種類のコ←デック が開発されてきたにも 関わらず、この課 30 

題は解決きれていない。

【摘要】

【0007】

本発明は、少なくとも 一つのデ←タ コンテンツアイテムを表わす入力データを符号化 し

、該少なくとも一つのデータコンテンツ アイテムを表わす、 対応する符号化出力データそ

生成するエンコーダを提供することを 目的とする。 符号化出力データは、復号中に発生す

る品質劣化が実質的に無 く、 入力データに 関して圧縮される。デ←タはあらゆる種類のも

のでよく、 例えば、 画像デー夕、 動画デ←夕、 音声デ←夕、 経済デー夕、マスクデー夕、

地震計デ←夕、アナログ ・デジタル変換 (ADC)デ←夕、 生体信号デー夕、テクスチャ (t

extural)デー夕、カレンダーデー夕、 数学デー夕、バイナ リデータ等の少なくとも一つ 40 

でもよい。ただし、こ れらに限定されない。

【0008】

本発明は、 少なくとも 一つのデ←タ コンテンツアイテムを表わす入力データを符号化し

、該少なくとも一つのデータコンテンツ アイテムを表わす、 対応する符号化出力データ老

生成する 方法を提供することも 目的とする。 符号化出力データは、復号中に発生する品質

劣化が実質的に無く、入力デ←タに 関して圧縮される。

【0009】

第 lの側面によれば、 添付の請求項lで記載される通 り、入力データを符号化し て、 対応

する符号化出力データそ生成する、次の方法が提供される:入力データ を符号化して対応

する符号化出力データを生成する方法であって、 以下のステップ : 50 
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(a)入力デ←タを複数のブロック またはパケッ トに分割することであって、ブロックま

たはパケ ットはそれらの コンテンツに応 じた、一つ以上のサイズを有する、 分割すること

と

(b)対応する変換データを生成するために、ブロック またはパケッ トのコンテンツに対

して複数の変換を適用することと ;

(c)変換データの表現の品質が一つ以上の品質基準そ満たすかどうかを決定するために

、変換データの表現の品質老、変換を適用する前のブロック またはパケ ットの コンテンツ

と比較し て調べることと ;

(ct)一つ以上のブロック またはパケッ トに対応する変換データの表現の品質が一つ以上

の品質基準を満たさない場合、一つ以上のブロック またはパケットをさらに分割および/ 10 

または結合し、ステ ップ (b)を繰 り返すことと ;

(e)一つ以上のブロック またはパケッ トに対応する変換データの表現の品質が一つ以上

の品質基準を満たす場合、符号化される 前記入力データそ表わす符号化出力データを提供

するために、変換データを出力することと ;

を含むことを特徴とする、 方法。

【0010】

本発明は、 入力データを効率的に符号化し て対応する符号化出力データを提供しつつ、

符号化される入力データに関する符号化出力データのデ←タ圧縮を実質的に可逆で提供す

ることが可能な方法を提供する有利な点がある。

【001 1】 20

符号化出力データが符号化きれる入力データよりも小 きいサイズとなるように、ブロッ

クまたはパケットに 関連する コンテンツを圧縮する変換を使用する ことを含む方法が提供

されてもよい。

【0012】

一つ以上の品質基準が確実に満たされるように、異なる変換方式から選択することを含

む方法が提供きれでもよい。

【0013】

ブロックまたはパケッ トを符号化する 際、一つ以上の品質基準が、ブロック またはパケ

ットに含まれる コンテンツの性質に応 じて動的に可変であるよう にすることそ含む方法が

提供きれでもよい。 30

【0014】

ブロックまたはパケッ トのコンテンツを記述する記述パラメ ータの少なくとも一つが、

分割および/または結合されるブロックまたはパケッ ト内で一定であるように、ブロック

またはパケッ トが分割および/または結合される方法が提供されてもよい。少なくとも 一

つの記述パラメ ータは、 色や振幅，強度，数値，コー ド等である。

【0015】

一連のデータに対応するブロック またはパケッ トが複数の対応するブロックそ形成する

ために、データの時系列内の所定の情報に先行する一つ以上のデータに存在する コンテン

ツに応 じて、所定の情報に対応する入力データの分割が実行される方法が提供されてもよ

し、。 40

【0016】

符号化出力データそ生成するために、ステ ップ (e)の変換データに対し てヘッダ情報

を追加することであっ て、ヘッダ情報はステップ (b)で使用さ れた変換を標示する情報

を含む方法が提供されてもよい。

【0017】

ステ ップ (b)が、変換を実行する 際に使用する補足情報をデータベース構成から取 り

出すことであって、補足情報は少なくとも、 アルゴ リズム，規則，一つ以上の変換パラメ

ータの少なくとも一つを含む方法が提供されてもよい。また、 後続する符号化出力デ← タ

の復号において、符号化出力データを復号する 際に補足情報にアクセス でき るように、デ

ータベ←ス構成を標示す るヘッダ情報を符号化出力デ←タに追加することをさらに含む方 50 
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法が提供されてもよい。

【0018】

種々の変換そ使用することそ含む、 方法が提供されてもよい。変換は次の一つ以上を含

む :デ← タベ←ス参照， DC値， スライド ，スケール，ライン，マルチレベル，補間，外挿

， DCT，パルス符号変調 (PCM)，差分パルス符号変調 (DPCM)，連長圧縮 (RLE)， SRLE 

， EM， LZO， VLC，ハフマン符号，算術符号化，レンジ符号化，変換符号化，差分符号化，

Odelta符号化， bzip2特化型RLE。 この符号化方法で使用するのに適する 他の変換方式であ

ってもよい。なお、上記のSRLEは、SplitRun Length Encodingの略であ り、英国特許出

願第1303660.3号 (出願日2013年3月1日〉に 開示 きれている新し い符号化方式である。ま

た、 上記のEMは、EntropyModifierの略であり、英国特許出願第1303658.7号 〔出願日 201 10 

3年3月1日〉に 開示されている新しい符号化方式である。さらに、上記のOdelta符号化 (0

Dleta Coding) も、英国特許出願第1303660.3号 (出願日2013年3月1日〉に 開示 きれてい

る新しい符号化方式である。必要に応 じて各出願の明細書を参照きれたい。

【0019】

入力デ←タに存在する、 次の少なくとも一つを符号化することを含む方法であってもよ

い :動画，画像，音声， グラフィクス，テキス ト，心電図，地震波， ASCII，ユニコー ド

バイナ リデータ。

【0020】

この符号化方法は、 符号化出力データの複数のチャネルおよび/または レイヤを符号化

する ことを含み、 次のうちの少なくとも 一つを提供し てもよい :双方向の動画や商業広告 20 

，スポーツイベント のレポート における複数のピ ューポイ ント 、双方向透かし，双方向パ

ターン認識， 2D/3Dアニメーションのユーザイ ンターフェースボタ ン。

【0021】

この符号化方法は、符号化データを次の少なくとも一つに伝送することを含んでもよい

:データ記憶装置，通信ネッ トワーク，メモ リカー ド，データ記憶ディスク ，口一カルエ

リアネッ トワーク (LAN)。または直接デコーダに伝送し でもよい。

【0022】

この符号化方法のステップ (a)は、最初に入力データ(20)を次の少なくとも一つに

基づいて一つ以上のブロックに分割することを含んでもよい :

(a)画像解像度: 30 

(b)デ←タ量;

(c)ブロックまたはパケットの最大サイズ。

【0023】

第2の側面によれば、 非一時的コ ンピ ュータ可読データ格納メディアに記録され、本発

明の第1の側面に従 う方法を実行するために、 コンビ ュ←タハー ドウェアで実行される、

ソフ トウェアが提供される。

【0024】

第3の側面によれば、 携帯無線装置用で、 本発明の第2の側面に従 うソフトウ ェアを含む

ソフ トウェアアプリケ←ションが提供される。

【0025】 40

第4の側面によれば、 次のエンコーダが提供される :入力データそ符号化し て対応する

符号化出力データそ生成するエンコーダであ って、以下の処理:

(a)入力デ←タを複数のブロック またはパケッ トに分割することであ って、ブロックま

たはパケッ トはそれらの コンテンツに応 じた、 一つ以上のサイズを有する、分割すること

と ;

(b)対応する変換データを生成するために、ブロックまたはパケットのコンテ ンツに対

して複数の変換を適用する ことと ;

(c)変換デ←タの表現の品質が一つ以上の品質基準を満たすかどうかを決定するために

、変換デ←タの表現の品質在、 変換を適用する前のブロック またはパケッ トのコンテン ツ

と比較して調べることと ; 50 
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(d)一つ以上のブロックまたはパケットに対応する変換デ←タ の表現の品質が一つ以上

の品質基準を満たさない場合、一つ以上のブロック またはパケッ ト老さらに分割およ び/

または結合し、ステ ップ(b)を繰 り返すことと ;

(e)一つ以上のブロックまたはパケットに対応する変換デ←タ の表現の品質が一つ以上

の品質基準を満たす場合、符号化される入力データを表わす符号化出力データを提供する

ために、変換データを出力することと ;を実行するデータ処理ハー ドウェアを備える、エ

ンコーダ。

【0026】

エンコーダは、データ処理ハード ウェアがソフトウェアそ実行できるコンピュータハー

ドウェ アを用いて実装されるように、 実装されてもよい。また、データ処理ハー ドウ ェア 10 

は、 並列データ処理可能な複数のプロセッサ備え、 エンコーダが、 符号化出力デ←タに含

められるデータの符号化を実行する複数のプロセ ッサに、ブロック またはパケッ トデータ

を渡せてもよい。

【0027】

エンコ←ダは、一つ以上の品質基準が確実に満たされるように、 異なる変換方式から選

択できてもよい。

【0028】

エンコ←ダは、符号化出力データ が符号化される入力データよ りも小 さいサイズとなる

ように、ブロック またはパケッ トに関連する コンテンツを圧縮する変換を使用し でもよい

。
【0029】

エンコーダは、ブロ ックまたはパケッ トを符号化する 際、一つ以上の品質基準が、ブロ

ックまたはパケットに含まれるコンテンツの性質に応 じて動的に可変であるように構成し

でもよい。

【o0 3 0】
エンコーダは、ブロックまたはパケッ トのコンテンツを記述する記述パラメ ータの少な

くとも一つが、 分割されるブロックまたはパケット内で一定であるように、ブロックまた

はパケットを分割できてもよい。エンコ←ダはまた、 少なく とも一つの記述パラメ ータが

色や振幅，強度，数値，コー ド等であるように実装きれでもよい。

20 

【o0 3 1 ] 30 

一連のデータに対応するブロックまたはパケットが複数の対応するブロックを形成する

ために、データの時系列内の所定の情報に先行する一つ以上のデ←タ に存在する コンテン

ツに応 じて、 所定の情報に対応する入力データの分割が実行されるように、エンコー夕、が

実装きれでもよい。

【0032】

エンコ←ダは、符号化出力データを生成するために、 変換データに対し てヘッダ情報を

追加できてもよく 、ヘッダ情報はエンコーダで使用 された変換を標示する情報を含んでも

よい。

【0033】

エンコ←ダは、 変換を実行する際に使用する補足情報をデ←タベース構成から取 り出す 40 

こと ができてもよく、 補足情報は少なくとも、アルゴ 1)ズム， 規則，一つ以上の変換パラ

メータの少なくともーっそ含んでもよい。エンコーダはまた、後続する符号化出力データ

の復号において、符号化出力データを復号する際に補足情報にアクセスできるように、デ

ータベ←ス構成を標示するようなヘッダ情報を符号化出力デ←タに追加できてもよい。

【0034】

エンコーダは、 種々の変換を使用できてもよい。変換は次の一つ以上を含む :データベ

ース参照， DC値， スライド，スケール，ライン，マルチレベル，不変，補間，外挿， DCT 
パルス符号変調 (PCM)，差分パルス符号変調 (DPCM)，連長圧縮 (RLE)， SRLE， EM， 
LZO， VLC，ハフマン符号，算術符号化， レンジ符号化，変換符号化， ODel ta符号化。エン
コ←ダが使用するのに適する他の変換方式であってもよい。 50 
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【0035】

エンコーダは、符号化すべき入力データに存在する次の少なくとも一つを符号化できて

もよい :動画，画像，音声， グラフィクス，テキスト ，心電図，地震波， ASCII，ユニコ

ー ド，バイナリデ←タ。

【0036】

エンコーダは、符号化データそ次の少なくとも一つに伝送するように実装きれでもよい

:データ記憶装置，通信ネットワーク，メモリカー ド，データ記憶ディスク ，ローカルエ

リアネ ッ トワー ク (LAN)。または直接デコーダに伝送し でもよい。

【o0 3 7 ] 
第5の側面によれば、入力データを伝送および/または格納でき、 入力デ←タを符号化 10 

する第4の側面に従うエンコ←ダを備える、電子コンシューマプロダクトが提供される。

【0038】

電子コ ンシューマプロダクトは次の少なくとも一つである :携帯電話， タブレットコ ン

ピュータ，フ アブレッ ト (phablet)コン ピュータ，パ←ソナル コンピュータ，テレビ，

ポ←タブルメディアプレ←ヤ←，カメラ，エディタ ， トランス コ←ダ，スキャナ，ファッ

クス，複写機， マイク ロフォン，オーディオカード， レコー ドプレーヤー， DVDプレーヤ

一等。

【0039】

本発明の構成は、添付の特許請求の範囲に定義される本発明の範囲を逸脱しない限りに

おいて、様々に組み合わせ可能であることを理解きれたい。

【図面の簡単な説明】

【o0 4 0] 
以下、本発明の実施形態老、 例 として、添付の図面を参照しつつ説明する。

【図 1】エンコーダの実施形態の概略図である。

【図 2】少なくとも一つのデータコンテ ンツ アイテムを表わす入力データ老符号化し、対

応する符号化出力データそ生成する方法のステップのフ ローチャート である。符号化出力

デ←タは、復号中に発生する品質劣化が実質的に無 く、入力データに 関し て圧縮される。

デ←タ コンテンツアイテムは少なくとも次の一つを有利に含んでよい :画像データ，動画

データ，音声データ，経済データ，マスクデータ，地震計データ，アナ ログ ・デジタル変

20 

換 (ADC)データ，生体信号データ，テクスチャ (textural)データ，カレンダーデータ 30 

，数学デ←タ，バイナリデータ等。ただし、これらに限定されない。

【図 3】図2に示すステップを含む方法を使用し て、 符号化のために画像をブロックに対

応する領域に分割する実施例である。

【図 4】実施形態に従 う、画像例 と分割前の初期画像例である。

【図 6】図4の画像例のブロック例である。

【図 6】符号化方法が実装された携帯装置のブロック 図を示す。 添付図面において下線

の引かれた番号は、その番号が位置する アイテムやその番号が隣接するアイテムを表わす

ために使用 される。下線が引かれていない番号は、その番号と線で結ばれて特定される ア

イテムに 関連 している。 番号に下線が引かれず矢印と共に記されている 場合、その番号は

矢印が指すアイテム全般を特定するために使用 される。 40

【実施形態の説明】

【0041】

本発明は、 概して、入力デ←タを符号化して対応する符号化出力デ←タを生成するエン

コ←ダや方法に関する。この方法は、一つ以上の画像および/または一つ以上の音声信号

を表わす入力データを受信 し、 以下のうち少なくとも一つに対応する手順によって入力信

号を処理することに 関連する :

(a)各画像そ種々のサイズであり得るブロックに分割すること ;

(b)一つ以上の音声信号を種々のサイズであり 得るブロックに分割すること ;

(c)符号化により 適した種々のサイズであり 得る、より大きいサイズのブロックを形成

するために、 画像のブロックを結合すること ; 50 



(9) JP 6245888 82 2017.12.13 

(d)符号化により 適した結合パケッ トを形成するために、一つ以上の音声信号のパケッ

トを結合すること。

【o0 4 2] 
また、この方法は、一つ以上の画像および/または一つ以上の音声信号を表わす圧縮符

号化出力データを生成するために、ブロックおよび/またはパケッ トを処理することを含

む。

【o0 4 3] 
この方法は、データのブロックを記述するデータ老符号化および圧縮する際に、多重符

号化やエント ロピー修正法等の変換を有利に使用し でもよい。例えば、異なる変換が異な

るブロックに使用 され、 異なるブロックの情報コ ンテンツに応 じて、好適な符号化と圧縮 10 

が行われる。データのブロックを処理する 際の品質基準 とし て、 RD最適化を有利に使用 し

てもよい。ブロックの符号化で使用 きれる複数の変換そ記述する情報は、符号化出力デー

タで通信きれる。この情報は、符号化出力データにもともと含まれているか、符号化出力

デ←タが、 利用 される変換を記述する情報を取得できる 一つ以上のデ←タベ←スへの参照

を含む。 RD最適化は以降で詳述される。 有利に使用 される符号化方法は以下の一つ以上を

含む :マルチレベル，ライン，スケール，スライド，補間，外挿，不変，動き予測， SRLE 
EM，差分レンジ符号化。これらは以降で詳しく 説明される。初期化ブロックの分割も、

有利となるように使用 されてもよい。

【0044】

ブロックの選択および/またはブロ ックの結合は、ブロックに対応する領域の符号化き 20 

れ易さによって決定される。例えば、 実質的に固定の関連パラメ ータ値を有する一つ以上

の画像の領域に対 しては、より 大きいブロックが使用 きれ、 領域の関連パラメ ータ値にお

ける相対的に急な空間変動のために、符号化が困難な一つ以上の画像の領域に対 しては、

より 小さいブロックが使用 される。パラメ ータは、 色や照度、スライド変動パラメ ータ値

反復パターンの一つ以上に関連 しでもよいが、それらに限らない。簡易符号化は、 例 え

ば、所定の領域内で実質的に一定である 、同領域に関するパラメ ータの少なくとも一つに

対応する。また、この方法は、 動画像シ←ケンスにおける 固定領域や、 同様の動きをする

動画像シ←ケンスにおける領域群、すなわち、 固定物に対応するブロックに対 し、より 大

きなブロックそ使用 しでもよい。 場合によっては、ブロックは一つ以上の画像の領域、例

えば、 64x 64要素や32x 16要素、4x 20要素、 10x 4要素、 1x 4要素、3x 1要素、8X8要素 30 

1 x 1要素等を表わす領域に関連 して直線的であってもよい。 要素は、 一つ以上の画像上
の画素に対応するが、 符号化の際、対応する複数の画素を各要素に対応させるスケーリン

グ操作が画素に行われでもよい。一方、他の形状、例えば、 楕円形や円形等のブロックが

使用 きれでもよい。また類推により、この方法は一つ以上の音声信号そ符号化するのに適

用されてもよい。一つ以上の音声信号は対応する音声信号の性質に応 じて、 種々の時間の

長さのパケットに分割される、および/またはそうしたパケッ トに結合される。圧縮符号

化出力データ老生成するために、パケッ トは符号化される。パケットは前述のブロックと

同義であるが、画像情報よりも音声情報に関連する。 本発明に従 うエンコーダは、音声情

報と画像情報の両方を同時に符号化することが可能である。

【0045】 40

一つ以上の画像の領域そ対応するブロックに処理する 際、この方法は、対応する 品質指

標そ計算するために、 一つ以上の画像の対応する細部に関連するブロックが提供する情報

の表現に関する 品質を調べることを含む。 計算された品質指標は、 参照品質闇値 と比較さ

れる 際、ブロックから提供されるデータの表現の品質が十分でないようなブロックサイズ

が選択されたことを示す場合がある。そのような場合、この方法は、圧縮効率を向上させ

っつ、 実質的にデータの再構成者劣化させない限りにおいて、表現の品質が参照品質問値

によって定義されるように適合していることを品質指標が示すまで、 段階的により 小きい

ブロックを反復して使用 し、および/または種々のブロックを一緒に結合する。 こうした

手段により 、情報の表現の品質に対する 闇値の選択に応 じて、 実質的に無劣化の符号化に

おけるデ←タ圧縮の達成が、本発明に従 って実現可能となる。 場合によ っては、参照品質 50 
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闇値は、 一つ以上の画像に存在する コンテンツに応 じて、 動的に可変であってもよい。 例

えば、 一つ以上の画像が、高速のカオス的動きのある動画シーケンスの一部である場合、

データ圧縮度そ改善させるために、カオス的動きがある 問、参照する品質問値老緩和 して

もよい。カオス的動き とは、例えば、 水の乱流、炎、降雪、うねる煙、波浪等のランダム

な特性でありうる。こうした特性では、 符号化デ←タが後続のデコー夕、で復号される際、

情報損失が容易に認識できない。

【o0 4 6] 
前述のエンコーダにおいてブロックそ決定することは、表3に記載される一つ以上の基

準に基づいていてもよい。

[表 3]画像符号化の際のブロックの分割および/または結合の選択 10 

基準話:号 基準

入))I自i像の刻-応する領域から生成されたブロックデータの分散ま
たは探?何回莱

2 所定のブロックで表わされるうごータとその子jRll値との I ~Jの弄の絶

共j・1白:の平均または合計
3 !万定のブロックで表わされるデータとその子iRlI怖との I~Jの果の絶

対怖の分散または標準(阿茶

【0047】

表3の予測値は一つ以上の画像を符号化する 際に使用 される既知の規則に基づいてもよ 20 

い。 代替 として、 表3の予測値は、 選択したデータベースの参照、予測方向、一つ以上の

画像内のブロック座標の動き等から提供される構成情報に基づいてもよい。 分散または標

準偏差の利用は、所定の対応するブロック 内に含まれる 要素の相互関係を記述することで

情報圧縮を提供する、 本発明に従 う手段である。多 くの状況において、 関連する符号化を

伴 うブロックデータの予測はそれ 自体、本発明に従 う符号化そ実行する 際に重要である 。

しかし、予測精度そ向上 させるために、予測に符号化予測誤差データが含まれることを所

望しでもよい。 本発明の簡易実施形態では、 簡易データ予測方法を用い、 例えば平均値、

すなわち、 所定のブロック 内の画素や要素の iDCJ値が符号化出力デ←タで伝達される。

【0048】

前述の方法老実装する エンコーダへの入力データとして提供される一つ以上の画像の領 30 

域の分割、または代替 として、 領域の結合は、 符号化の際、圧縮と実質的な画質の保持の

両方を提供する手法で、すなわち実質的には可逆符号化で実装されてもよい。この方法は

、こう した領域の分割および/または結合に対する種々の方法を適用する。 例えば、 所与

のブロックが相当量の情報を含む場合、 そのブロックを複数の対応する 、より 小さい、比

較的「平坦」 なブロック に分割 しでもよい。代替 として、より 大きい、 比較的「平坦」 な

ブロック に結合しで もよい。 ここで比較的「平坦」 とは、すなわち、各ブロックが比較的

少ない情報者有するようなブロックのコンテンツに 関し て一定であることを意味する。本

発明に従 う符号化方法が少なくとも一つ以上の画像および/または一つ以上の音声信号に

適用 される場合、入力画像と音声入力信号をそれぞれブロック とパケッ トに分割する方法

を制御するために、 符号化出力デ←タに符号化品質と符号化ノイズが用いられでもよい。 40

しかし、データコンテンツ アイテムの他の種類が同様の方法で処理されてもよいことが理

解されよう 。こ うした種類として、例えば、 画像デー夕、動画デー夕、音声デー夕、 経済

デー夕、マスクデー夕、地震計デー夕、アナログ ・デジタル変換 (ADC)デー夕、 生体信

号デー夕、テクスチャ (textural)デ←夕、カ レンダ←デー夕、 数学デ←夕、バイナリデ

ータ等の少なくとも一つでもよいが、これらに限定されない。

【0049】

符号化出力データのノイズは次の少なくとも一つに基づいてもよい :

( i)現在のブロックまたはパケッ トに存在するノイズ ;

( i i) この方法で生成された直前のブロックまたはパケッ トの一つ以上に存在するノイズ

50 
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( i i i)直前の画像。

【0050】

所定の入力画像が領域 と対応するブロックに分割される場合、 この方法は生成されるブ

ロックを解析し、符号化出力データにおいてより 多 くのデータを圧縮するために、ブロッ

クの何れかが前述のように、前記の品質基準に従って結合されるかを決定する。前述の通

り、符号化出力データは、符号化きれる 入力データの元画像における、対応する領域の位

置を規定するブロ ックに 関連する情報を含む。

【0051】

この方法老用いて符号化きれる入力データに存在する 、一つ以上の画像老符号化する 場

合、入力画像に関連するデータは、 例えば、 2x 1 : 1や 2X2:1，1x2:1， 4x1:1、ま 10 

たは類似の比率で、 前述の符号化方法を実行する前に、 有利にダウンサンプリングされる

。 そうしたダウンサンプリングは、本発明に従 う方法そ適用し て生成きれる圧縮符号化

出力データに所望される符号化品質に応 じて実行きれでもよい。また、 この方法で処理き

れる、よ り大きいブロ ックは、より 小さいブロックと比べて量子化されていなくてもよい

。換言すれば、 採用 される量子化の程度は、ブロックサイズの増加によって減少 しでもよ

い。また、符号化の際に採用されるダウ ンサンプリングの倍率は、例えば、 符号化される

動画等の画像シーケンスの コンテンツの性質に応 じて、動的に可変であってもよい。

【0052】

この方法に従 う、ブロックの符号化の際、各ブロックはその コンテンツ左記述する種々

のパラメ ータを有する。 これらのパラメ ータは、 符号化の際、種々のチャネルそ通じて送 20 

信 される 。例えば、画像のブロックを記述する色彩チャネルは、 白黒 (B/W)や輝度 (y)
色差 (U，V) ，赤 (R)，緑 (G)，青 (B)，シアン (C)，マゼンタ (M)，黄 (y)

黒 (K)の一つ以上を含みうる。また、 符号化される入力画像とブロックは、 種々の可能

な色彩または画素フオ←マットを使用 してこの方法を実行する際に処理されてもよい。フ

ォーマッ トは例えば、 YやYUV420，YUV422， YUV444， RGB444， G， CMYK等の現行標準やフ寸

ーマットでもよい。 また、フォーマットは平面やインターリー ブ平面等でもよい。また

本発明の方法は、符号化処理を実行する際、 画像および/またはブロ ックのフォーマッ

トを有利に変更できてもよい。 例えば、 元画像がインタ ←リ←ブRGBフォーマッ トであり

、本発明に従 う方法を使用し て、 YUV420で符号化出力データを生成するように符号化きれ

てもよい。あるいは、その逆であってもよい。 30

【0053】

ピット深度、すなわち、 符号化方法を実装する際の画素のダイナ ミック レンジは、 1ピ

ットから 64ピット階調の範囲で有利に決められでもよい。異なる画素色や音声チャネルは

、互いに異なる 階調で、符号化方法の品質基準と圧縮性能が満たされるように符号化して

もよい。

【0054】

本発明に従 う符号化方法はまた、符号化処理老実行する際にアクセスきれるデータベー

スに格納 きれた、 符号化パラメ ータや符号化規則および/または表老使用し て実装きれで

もよい。この方法がエン コーダに実装される際、 符号化処理中にデータベースが作成され

、使用されるよ うに提供されてもよい。 例えば、 符号化時の動き補償が、 提供される情報 40 

データベースを使用し て、エンコーダに有利に実装きれでもよい。エンコーダはまた、入

力データに存在する元の画素情報および/または予測誤差情報そ有利に符号化できてもよ

い。 入力データを符号化 して対応する符号化出力データを生成する際にデータベ←ス情報

を使用することで、エン コーダは、 符号化に用いるパラメ ータや対応表等の符号化標準の

修正を適用できる。 本発明に従 う符号化方法を実装する際に採用 しうる符号化方法は、次

の一つ以上を含む :データベース参照， DC値， スライド ，スケール，ライン，マルチレベ

ル，不変，補間，外挿， DCT， パルス符号変調 印CM)，差分パルス符号変調 (DPCM)，連

長圧縮 (RLE)， SRLE， EM， LZO， VLC，ハフマン符号，算術符号化，レンジ符号化，変換

符号化，差分符号化， ODel ta符号化， bzip2特化型RLE。前述の符号化の例のあらゆる組み

合わせを含む符号化方法、すなわち、 複数の符号化変換が、 複数のパラメ ータと 同様に、 50 
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ブロックおよび/またはパケッ トに対し それらの情報コンテンツに応じて有利に用いられ

でもよい。ハフマン符号等の符号化方法が用いら れる場合、符号化パラメータの固定表や

提供される符号化パラメ ータ表者有利に使用し でもよい。エンコーダはまた、データ記憶

構成を備え るコンビ ュ← タハ←ド ウェアを用いて有利に実装されてもよい。符号化処理の

実行時に使用 されるために、最適化された符号化パラメ ←タ表がデータ記憶構成に格納 さ

れていてもよい。エンコーダからの符号化出力データを復号するための適切なパラメータ

を取得するために、デコーダがデータベースにアクセスできる参照ア ドレスが、 符号化出

力データに有利に含まれていてもよい。データベースは、インターネッ ト等の通信ネッ ト

ワークを通じ てアク セス可能であってもよい。データベースは、クラウドコ ンピ ューティ

ング構成を通じて提供されても よい。 エンコ←ダに実装される方法が数学的に生成される 10 

デ←タベ←スを利用する 場合、デ←タベ←スは、DC値や一次元/二次元線形変換，一次元

/二次元曲線変換，一次元/二次元変換関数、または既知の画像ブロックや音声パケッ ト

構造であってもよい。

【0055】

本発明に従 う符号化方法は、 エンコ← ダで実行される 際、入力データを符号化し て符号

化出力データそ生成し、符号化出力データはぜッ トス トリームとして 出力 されるか、 代替

として、データファイルと して等でデータ記憶メディ アに格納されうる 。また本発明の方

法は、可能なアプリケ←ションの範囲内で使用 されてもよい。 動画像ヘッダや画像ブロッ

ク，音声，音声パケットは有利であるように補足情報を含んでもよい。 補足情報は次のよ

うな情報を含む :パージョン番号，動画像やパケットのデータサイズ，符号化で使用 され 20 

る品質要因の闇値， ブロック ・パケッ トの最大サイズ，適用する符号化方法・使用する変

換方式，符号化パラメ ータ表，後続の復号処理老サポート するその他の情報。ブロック 間

で変化し ない情報は、符号化出力データのデ←タ圧縮度を高めるために、 符号化出力デ←

タに含めないようにするか、ヘッダやサブヘッダ等のより 高いレベルで含める ように して

もよい。表4は、 エンコーダで生成きれる符号化出力データで有利に用いられる階層のレ

ベルを示す。

[表 4]符号化出力デ←タの階層 (降順〉

階届 関連|肯叩

( ， ~'i ) 動l由i
|山i像併 30 

|自i像

マク ロブロック若手

(巾) -~ノク 11 ブ、 ロック

ブロック群

ブロ ック

ミクロブロ ック相手

(低) ミクロブロック

【0056】 40

本発明に従う符号化方法はまた、その方法の応用分野に応 じて、符号化出力データのー

つ以上のレベルに 関する 情報そ選択および配信するように実行されてもよい。応用分野 と

しては、カスタマ←ビデオ製品や測量専門用の画像圧縮装置， x線画像装置，核磁気共鳴
画像装置 (MRA)等がある。本発明に従 う方法が音声デ←タを符号化するために用いられ
る場合でも、 同様の内容が符号化出力データにおける階層 レベルに関連し て考慮される 。

音声データのヘッダやパケッ ト群， パケッ ト， サブパケ ット，波形セグメ ント群，波形セ

グメン ト等が使用 されうる。

【0057】

図lを参照すると、本発明に従 うエンコー夕、の概略図が示されている。番号10で示すエ

ンコーダは、データ20を受信し、本発明に従 う符号化方法を用いて入力データ20を符号化 50 
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し、対応する圧縮符号化出力デー夕刊を生成できる。出力デ←夕 刊は、 前述の方法で、 実

質的に可逆であるように有利に符号化されてもよい。エンコーダ10は、通信ネットワーク

40を通じてデータベース構成50に接続されて もよい。データベース構成50には、入力デー

タ20を符号化するための一つ以上のパラメ ータや表および/または規則が格納される。

【0058】

エンコーダ10は動作する と、入力データ20を受信し、場合により、 通信ネットワーク40

~通 じてデー タベー ス構成50から符号化情報を読み 出 し 、入力 デー タ 20を符号化 して圧縮

符号化出力デー夕刊を生成する。入力データ20は次の少なくと もーっそ含んでもよいが、

これらに限定きれない :音声，一つ以上の画像，動画， グラフィクス，テキスト， 心電図

地震波， ASCII， ユニコー ド，バイナリデ←タ。符号化出力データ30は、 符号化データ 10 

と同様にヘッダや符号化情報を含んでもよい。 出力デ←タ 30は、 エンコ←ダ10から、通信

ネットワー クそ通じた通信で一つ以上のデータ記憶装置やで コーダに伝送きれでもよく 、

サーバのハー ドディスクドライブ ・ストレージやソリッ ドステート メモリ等のコンピュ ー

タ可読デ←タ記憶メディアに直接格納されてもよい。

【0059】

エンコーダ10は、一つ以上のプログラマブルゲー トロジックアレイ (PGLA)等そ介する

ハー ドウェアや、コンピュータハー ドウェア上で実行可能な一つ以上のソフトウェアアプ

リケーション、またはハ←ドウェ アとソフ トウェアを合わせた並列処理エンジン等として

、有利に実装される。エンコ←ダ10は、マルチメディア製品やコン ピュ←タ，移動電話 (

「携帯電話J) ，インターネ ットサーぜス，ぜデオレコーダ，ピデオプレーヤー，通信装 20 

置等に使用 されうる。エンコーダ10は、画像キャプチャシステムと併用 きれでもよい。画

像キャプチャ システムは例えば、監視カメラ，医療用X線システム，医療用MRIスキャナ，

医療用超音波スキャナ，空中査察システム等がある。また同様の装置であ って、画像内の

詳細情報を保持できるように可逆圧縮が求められる一方、デ←タ保存においては管理可能

な画像データ量そ提供できるような、 大量の画像を生成する装置も含まれる。

【o0 6 0] 
エンコ←ダ10は、 既知の画像処理装置 と有利に併用 されてもよい。例 えば、 米国公開公

報第2007/280355号には画像/動画プロセッサと併用するこ とが開示されており、参照に

より 本出願に組み込まれる。米国公開公報第2010/0322301号には画像生成装置と併用する

こと が開示きれており 、参照により 本出願に組み込まれる。米国公開公報第2011/007971 30 

号にはパターン識別装置 と併用することが開示されてお り、参照によ り本出願に組み込ま

れる。

【0061】

図lのエンコーダ10者用いた入力データ の符号化方法は、 図2者参照して説明する。図2

は、 入力データ20の符号化方法のステ ップを番号100から 200で示す。符号化方法は第1ス

テップ100で、ブロックや画像，動画，音声等であるが、これらに限定されない入力デ←

タを受信することを含む。例えば、前述の入力データ20を受信する場合、画像/ブロック

の種類や形式の情報が第1ステッフで生成きれ、 符号化出力データ30に含め られる。第1ス

テップ100は、 画像サイズ情報等のヘッダ情報を圧縮符号化データに書き込んでもよい。

【0062】 40

符号化方法は、 第lステップ100後に実行きれる第2ステップ110で、 必要に応 じて初期ブ

ロックやパケットそ生成することを含む。符号化方法は、第2ステ ップ110後に実行きれる

第3ステップ120で、 第2ステップ110で生成されたブロックおよび/またはパケット情報の

解析を実行するこ とを含む。符号化方法は、第3ステ ップ120後に実行される第4ステ ップ1

30で、例えば、規定の符号化および/または復号品質での圧縮比、すなわち、 実質的な可

逆符号化を行うために、第3ステップ120で特定された一つ以上のブロックおよび/または

パケッ トが分割およ び/または結合きれるべきかを決定することを含む。第4ステ ップ130

で、 一つ以上のブロックおよび/またはパケットが分割および/または結合されるべきと

決定される場合、符号化方法は第5ステップ140に進み、一つ以上の特定 されたブロ ックま

たはパケッ トは、より 小 さいブロックまたはパケッ トに分割される、およ び/または、よ 50 
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り大きいブロック またはパケッ トに結合され、 新規ブロックや新規パケッ トを追加生成す

る。第4ステ ップ130で、一つ以上のブロックおよび/またはパケットが分割およ び/また

は結合される必要がないと決定される場合、符号化方法は第6ステ ップ150に進む。第5ス

テップ140の完了後、適切であれば、符号化方法は第6ステ ップ150に進む。

第6ステ ップ150では、ステップ120で行われた解析に基づく 変換により 再構成されたブ

ロックのデータがデータストリ ームに 出力 される。その後、方法は、 第7ステップ160へと

進む。

【0063】

符号化方法は第7ステッフ160で、最終ブロ ックまたはパケットが符号化きれよ うと して

いるかどうかを決定することを含む。符号化されるべきブロック またはパケッ トが残され 10 

ている場合、符号化方法は、ブロック またはパケッ ト情報の解析を実行する第3ステ ップl

20に戻るこ とそ含む。全てのブロ ックまたはパケットが符号化された場合、符号化方法は

第8ステ ップ170に進む。符号化方法の第8ステップ170は、画素値やパラメー夕、分割情報

等のデ←タ荘、 RLEやハフマン， DCT、または同種の変換で圧縮符号化し、前述したヘッダ

情報を書き込むことを含む。例えば、ブロックのDC値が伝送される場合、それらは最初に

差分符号化きれで もよく 、その後、対応する差分符号化値がRLEで符号化きれ、さらにそ

の結果がハフマン符号で符号化きれで もよい。第8ステ ップ170における 圧縮符号化の完了

後、符号化方法は第9ステップ180に進み、 最終の初期ブロック ・パケッ ト・フレ←ムに到

達したかを調べる。 最終の初期ブロック ・パケット ・フレームにまだ到達していない場合

、符号化方法は第3ステ ップ120に戻るこ とを含む。最終の初期ブロ ック ・パケッ ト・フレ 20 

ームに到達した場合、符号化方法は第10ステ ップ190に進むことを含む。符号化方法は第1

0ステップ190で、 画像/ブロ ックが直前の画像/ブロ ックに類似し ているかどうか、 色が

黒であるかどうか等の、 一つ以上の解析を実行することを含む。 こうした解析はまた、一

つ以上の先行するステ ップから取得できる情報を必要 としても よい。 このステップでは、

符号化出力データの画像/ブロックをさらに圧縮できる 。一つ以上の先行するステップか

ら取得できる情報そ必要としない、同様の解析が第3ステップ120で既に実行きれていても

よく、プロセ ッサで実行され不要な処理を排除しで もよい。第10ステ ップ190の完了後、

符号化方法は第11ステップ200に進むことを含む。符号化方法はそのステ ップで、 圧縮符

号化出力デー夕刊をまと めるために、 ブロックやパケッ ト，画像，動画の終端符号化を適

用することを含む。符号化方法はまた、適用可能な場合、第7ステ ップ160から直接第11ス 30 

テップ200に進んでもよ い。例えば、 画像の一ブロックだけを符号化する場合や、色が黒

の場合、直前の画像における直前のブロックと類似する 場合等が適用可能な場合である。

ファイルに書き込まれるか、ストリーム 出力 される全ての符号化データは、 符号化方法老

実装する 際、余分なバッファそ設けないよう 、出来るだけ早い段階で有利に生成されても

よい。

【0064】

次に図3そ参照する。同図から、 本発明に従 う符号化方法は、 適切な場合に種々 の大き

さのブロックやパケッ トを使用し ていることが理解されよう 。これは、符号化出力デー夕

刊のデ←タ圧縮と、実質的な可逆圧縮、すなわち、 認識可能なデ←タ損失が実質的にない

圧縮と の聞の最適な解決方法を提供するために使用される。図3では、大きい符号化ブロ 40 

ック 300が所定画像の左上隅で用いられ、画像の右側と下側に沿った領域では、より 高精

度で符号化するために小さいブロック310，320， 330が利用 されている。符号化出力デー

夕刊は、ブロック 300，310， 320， 330の画像コ ンテンツを記述するパラメ ータと画像内で

のブロックの位置を含む。ブロック300，310， 320， 330を符号化するために用いられる符

号化方法はまた、 異なるブロック 300，310， 320， 330に異なる方法を割 り当て る等が符号

化出力データ30で規定きれていてもよい。ブロック 300，310， 320， 330の配分は、符号化

きれる画像のコンテンツの空間配分に応じて変わる。図3は、第2ステ ップ110で生成きれ

る画像内ブロックの初期の分割の実施例を示す。 このブロックの初期分割は、 画像野サイ

ズ等に基づいてもよいため、エンコーダとデコーダ聞で伝送される知何なる情報も必要 と

しない。ある実施形態で は、第5ステ ップ140でブロックの実際の分割が実行されると、そ 50 
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うした情報がエンコーダからデコ←ダヘ伝送されてもよい。画像を符号化する実施例は後

述する。

【o0 6 5 ] 
前述のように、 表5で示す略語が使用 されている。こうした種々の符号化フォ ーマット

は何れも、エンコ←ダ10に要求される性能に応 じて、 エンコ←ダ101こ実装して使用するの

に適している。 再び図2を参照すれば、 符号化方法が、 画像や動画，音声の少なく とも一

つの符号化そ完了 し、 符号化出力 デー タ 30~ 出力 しでもよ いことが理解 きれよう 。 代替 と

して、 図2のステ ップ200の後、ステップ100か120に戻る矢印そ通って、符号化出力デー

タ30が例 えば、ス トリーム出力 されると 同時に、 符号化方法が画像や動画，音声の符号化

ステ ップを少なく とも実行できてもよい。そうした動作は、元デ←タをサーバ側でリアル 10 

タイムに符号化する本発明に従 う方法を用いる場合に有利であり、 例えば、インターネッ

ト経由のマルチメディアサーピス等の顧客へのス トリーミ ング配信で用いられる。この方

法はまた、少ないデータ記憶容量しか利用できないときでも機能しうる 可能性もある。例

えば、ユ←ザの変更によ って符号化デ←タ の配信が中断されるとしても、ユ←ザ、要求しな

い符号化処理を動画ファイル全体に行うことを回避し、 コンビ ュ←タ処理リソースを浪費

せずに済む。 こうした配慮は、インターネット等そ介 して提供される現在のマルチメディ

アストリ ーミ ングサー ぜスにとって非常に重要である。

【0066】

例えば、 前述のように符号化/ス トリ← ミング出力の状況と同時に符号化出力データ30

を送信する場合、最上位 レベルのヘッダが最初に送信きれ、それに続いて階層の最上位 レ 20 

ベルに 関連するデータを符号化し、その後から、 階層の下位レベルに 関連する符号化デー

タが送信きれる、と いう 利点がある。例 えば、符号化出力データ30では、画像サイズデー

タと画像/動画関連デ←タが最初に符号化出力デ←夕 刊で送信され、続いてブロック分割

に関連する情報が、 その後ブロックの符号化に使用するアルゴリズムと符号化ブロックデ

ータが送信される。

【o0 6 7 ] 
エンコ←ダ10は、 並列プロセッサア←ヰテクチャを備える コンピ ュ←タ ハ←ドウェアを

用いて有利に実装されてもよい。並列プロセッサアーキテクチャは、デ←タを並列処理す

るよう に構成される複数のプロセッサを備えてもよい。例えば、 初期ブロックが分割ブロ

ック300，310， 320， 330に分割されるため、 分割ブロック300，310， 320， 330は、複数の 30 

プロセッサに分散され、 第lプロセッサがブロック 300，310， 320を符号化し、 第2プロセ

ッサがブロック330を符号化することができる。

【0068】

符号化の際、エンコー タ10が画像，動画および/または音声老符号化するのに使用する

チャネル数は、 符号化出力デ←夕 刊のデ←タ圧縮度をよ り高めるために、 動的に可変であ

ってもよい。例えば、 同時に存在 しうる複数のレイヤを画像が含む場合であ っても、 4チ

ャネルまで使用するという 利点がある。 レイヤはまた、サブタイ トル，ロ ゴ，マルチぜ ュ

ーイメ ージ，深度に関連 しで もよい。レイヤはまた、 相互に異なる分量のデータを含んで

もよい。 全ての関連するレイヤのデータは、別々のチャネルと して符号化出力デ←夕 刊で

符号化される。チャネルがどのように結合されて使用 されるかに 関する 関連記述もまた、 40 

符号化出力データ30に含まれる一つ以上のヘッダに含まれる。

[表 5]本発明の実施形態を実装する際に使用可能な符号化変換の略語
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10 一次冗 (信号， パケ ット MAO 長の絶文、J値の平灼

等に対して)

20 一次冗(ブ ロック，阿 MP3 ¥IPEG-lオーディ オレイ

{象，ステレオまたは多チ ヤ3

ャネル音声1言号等に刈し

3D 二次元(副J刊[，ステレホ MPEG ¥Iotion Pic寸Lll‘巳

阿{象，多チャネル両{争等 Experts Group 

に刈して)

AAC ア ド、パンス ドオーディオ MSO 長の平灼二乗一

符目.iヒ
AVC ア ド、ノ《ンス ドビデオ11f号 MVC マルチビュービデオ符

イヒ 号化

BMP ビットマップファイノレ・ PCM ハルス符号変調

ブ:オーマッ ト

OC i青:ilit PNG Portable l¥etwo1'k 

Graphics 

OCT 離散コサイン変換 RLE 連長!五縮

DPCM 支分パルス符号変調 SAD 長の絶文、j値の合計

FLAC f1'肝仔 Lossl肝おお i¥udiり SSO 長の一乗和

Cod仔('

GIF C1'aphic InterchCHlge TIFF Tag日制iIm汁包efi 1守

fo1'阻止lt rormat 

JPEG Joint PhOtOgl汁phic VLC lrJ変長符弓・化

Expert日 Group

JPEG XR JPEG eXtend肝druHlgぃ VQ ベク トル量チ化

LZO L叩lpel-ZivーOb円十lltnlel EM Entropy ¥[odi fie1' 

(LZO)変換ベース符号 (エン ト口 ヒー修正

{ヒ j去)

【0069】

図3で示したブロ ック分割がほんの一例である ことは理解されよ う。 動画シーケンス等

の画像の時系列では、 画像内で明確な境界と共に描かれる物体は、画像の所定の視野内で

動いていることが分かる。 結果として、 物体の動きを追随するブロ ック を分割するこ とが

できる。 静止画像では、ブロ ック分割は通常、空間画像内の境界を追随する結果を生成す

る。静止画像にブロック分割が示されていれば、物体はそ こから検出することができる 。

【o0 7 0】
図2等で示される、 本発明に従 う符号化方法は、レイヤ ・チャネル符号化を通 じてエン

コ←ダ10で実行されうる。また、 新しい種類のコンテン ツ配信サ←ピスを提供するために

10 

20 

30 

、双方向の動画配信を提供できる。こうしたサーぜスは例えば、双方向商業広告、 F1のよ 40 

うなスポーツのライブ映像老スト 1)ーミング配信する際の異なるぜューポイント 、映画等

がある。例えば、エンコーダ10によって、映画にローカルな字幕や双方向の透かし，双方

向パタ←ン認識， 2D/3Dアニメーションのユ←ザインタ ←フェース (UI)ボタン等を備え
させることができる。

【0071】

符号化のある実施形態に おける簡易例そ図4に示す。符号化きれる画像400は青均一の領

域414を有し、 図4では明確となるよう 白の領域で示されている。同じく、 緑領域412は、

図4では明確となるようドットで、赤の下三角領域410は、 図4では明確となるよう 下三角

のドッ ト網掛けで、それぞれ示きれている。画像400のサイズは任意でよく 、12x 8要素ま
たは画素や24x 16要素または画素， 120X80要素または画素等でもよい。 画像400の初期 50 
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ブロックサイズ402は、 4X4要素または画素や8X8要素または画素， 40 x 40要素または画
素等で、それぞれ異なる 画像サイズに対し て選択されてもよい。 この実施形態では、 6要

素または画素のブロックA，B， C， D， EおよびFが示きれている。 この実施形態によれば、
第1ブロックAが解析される。ブロックAは解析から、 一定で青単色で構成され、色番号が1

0であると決定さ れる。ブロックAは一つの領域と見倣される。次に、ブロックBが解析さ

れる。ブロックBも青単色で構成され、その結果、一つの領域と見倣される。次に、ブロ

ックCが解析される。ブロックCは一定ではなく、その結果、四つのサブブロックC1， C 2， 

C3， C4分割される。続いて、 第lサブブロック C1が解析きれる。サブブロック C1は、赤の

下三角領域で、左下関の色番号が15、左上と右下隅の色番号が20、そして右上関の色番号

が25の領域で構成されている。サブブロックC1は一つの領域と見倣される。サブブロック 10 

C2， C3， C4もそれぞれ解析される。サブブロックC2，C3， C4は青均一で構成され、 各サブ

ブロックが青均一領域として示きれる。次に、ブロックDが解析される。ブロックDは単色

、つまり 青均ーであり 、一つの領域と見倣される。次に、ブロ ックEが解析される。ブロ

ックEは一定ではなく、その結果、四つのサブブロックEl， E2， E3， E4分割される。サブ

ブロックE1，E2は共に青均一で一定である。ブロックEは一定ではなく、さらに 四つのサ

ブブロ ックE31， E32， E33， E34分割される。各サブブロックE31，E32， E33， E34が解析 さ

れる。サブブロック E31は青均一で構成されると解析きれ、 青均一領域としてマークされ

る。サブブロックE32，E33， E34は例えば、色番号5の緑であると解析され、 緑と指定され

る。サブブロックE4は解析され、一定である と決定され、 緑 と指定される。ブロックFが

解析され、一定でないと 決定きれる。ブロックFは四つのサブブロックFl， F2， F3， F4分 20 

割される 。サブブロック F1が解析きれ、一定でないと決定される。サブブロ ックF1はさら

に四つのサブブロックF11， F12， F13， F14分割される。各サブブロック F11， F12， F13， F 

14が解析 される。サブブロックF11は青で一定であると決定される。サブブロ ックF12，F1 

3， F14は緑で一定であると決定される。色番号はブロックとサブブロックにそれぞれ関連

付けら れる。サブブロックF2，F3， F4はさら に解析きれ、緑で一定であると決定される。

色番号はブロックとサブブロックにそれぞれ関連付け られる。

【0072】

前述の符号化処理のための符号化を実装する実施例は、分割されないブロックを iOJ

、分割きれるブロックを i1Jを付与する。 こう したロ ジックを用いて、前述の実施例は

次の分割 ピッ トとして有利に符号化きれる : 30 

o 0 1 0000 0 1 0010 0000 1 1000 0000 
【0073】

ここで、最初の二つの ロジック値 iOJは二つの初期ブロックA，Bが分割されない こと
老示す。第3ブロックCは分割されるので前述の通 りロジッ ク値 i1Jで示きれるが、その

サブブロックは分割されない。 第4ブロックDは分割されない。 第6ブロックEは分割され、

最初の二つのサブブロックE1，E2は分割 されないが、サ ブブロックE3は分割される。以下

同様に示されている。ピッ ト列はさらに、 連長符号化きれでもよい。

【0074】

さらに各ブロ ックの 「塗色 (fill)J方法が符号化されても よい。例えば、ブロ ックの

均一塗色にロジック値 iOJ、スライド塗色にロジッ ク値 i1Jを割 り当て る。塗色ピット 40 

は次の通 りとなる :

o 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 
【0075】

この符号では、最初の2ブロックA，Bは均一色、次のブロック C1はスライド塗色、残 り

は全て均一色である。塗色ピ ットはさらに、 連長符号化されてもよい。

【0076】

各ブロ ックの色の番号は 「色番号」 として参照きれ、次の通 りである :

10 10 20 25 15 20 10 10 10 

5 

【0077】

ハUl
 
10 10 5 10 5 5 5 5 5 5 10 5 5 

50 
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ここで、 i 20， 25， 15， 20JのセットはブロックC1の四隅の色番号を記述する。色番号

の列は、データサイズを減らすハフマン符号等で符号化されてもよい。また、サブブロッ

クE31，E32， E33， E34のグループとサブブロックF11，F12， F13， F14のグループは同ーの

色番号の組み合わせ、すなわち、 (10，5，5，5) を有しているため、一つの要素 として

それ 自身の色番号を示 しでもよい。この値は 「色番号の組」 として参照 される。色番号の

組は、 エンコーダや対応するデコーダ等のデータベースに格納きれ、 必要に応 じて、 参照

標示子番号として参照されてもよい。方法値が異なる場合には別のデータス トリームを用

いることが、しばしば有益である。例えば上述の実施例では、DC値及びスライド値は、そ

れぞれ別のデータスト リームに設定きれでもよい。方法によっては、その方法で複数のデ

ータストリ ームを生成して各データストリ ームにより 少ないエント ロピ←を与え、エント 10 

ロビー符号化法でより 高い圧縮効率を得るようにしてもよい。 例えば、 符号化方法老実装

する 際に高低のレベルがあるマルチレベル法を用いて、別々のデータス トリームを処理す

るように設定し でもよい。高い値同士は、また低い値同士も同様に、 互いに近い値となる

ことが多 く、差分符号化された高・低値を用いるレンジ符号化も効率よく 機能するため、

こう した複数のデ←タストリ ←ムを生成することは有益である。

【0078】

実施形態によっては、分割ぜッ トと塗色ピット，値，値の組は、例えば、 後続の復号処

理用の別のハ←ド ウェアに提供できるように、 エンコ← ダハ← ドウェアに格納されてもよ

し、。

【0079】 20

ある実施形態では、 エンコー ダは、スマート フ寸 ンやデジタ ルカメラ，ぜデオカメラ

等の、 図6の携帯装置600に実装されうる 。携帯装置600は以下のもの老備えてもよい :一

つ以上の画像をキャプチャするカメラ (KAM)604;一つ以上の画像を表示するディスプレ

イ (D1SP) ;携帯無線ネッ トワークやロ←カルエリアネ ットワークを介し て通信可能とす

る送受信機 (RX!TX)606;ユニバーサルシリ アルパス (USB)やイーサネッ ト等の他の入
出力 (1/0)612 ;符号化関連アルゴリズムと命令を実行する 中央処理装置 (CPU)608;カ

メラ604からの一つ以上の画像と符号化ソフト ウェア，符号化画像コ ンテンツを格納する

メモリ (MEM)610。携帯装置600は、 内蔵するメ モリ610に一つ以上の符号化画像を格納す

るよう 有利に構成されてもよく、および/または、符号化画像、そ送受信機 (RX!TX)606や
入出力 (I/O)612を介 して外部システムに送信し でもよい。送信は、 規則的か、リク エス 30 

トに応 じて、ユーザ操作に応 じて、リアルタイムで、または実質的にリアルタイムで行わ

れでもよい。

【o0 8 0】
前述の通 り、RD最適化は、 次式で導出 されるRD値を最小にするために使用 される :

【数 1】

RD==E十入.Bc
ここで、

E=誤差;

入=誤差Eの関数であるピ ットカウン トのコス トを規定する係数;

Bc =ピッ トカウン ト。

【0081】

誤差Eは、MAEやMSE，MAX、またはMAE+MAX等、 これらのパラメ ータに重みを加味して組

み合わせたものであってもよい。パラメ ←タλは、ピ ッ トカウント BCのコス トが誤差Eに

対 して 同程度であるような前述で定義される係数を参照する。パラメ ←タ入は、符号化に

使用 されるピ ットが少ない程大きくなる 。その場合、より 大きい誤差が許容きれる、すな

わち、より 低い品質基準値に対応して高いデータ圧縮が可能である状況に対応する。反対

に、パラメ ータAは、符号化に使用 されるピッ トが多い程小さくなる。その場合、よ り少

40 

ない誤差 しか許容されない、すなわち、より 高い品質基準値に対応し て低いデータ圧縮子 50 
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しか可能でない状況に対応する。

【0082】

符号化品質基準に関しては、分散の測定のような均一性に関連 しでもよ い。 RD値の推定

は、 符号化品質を決定する 際に要求される処理量を減らすために、 有利であるように行わ

れることがある。RD値の計算で用いられるピッ トカウン ト値は推定されることが多い。 値

が他のデータ値と選択されたエントロ ピー符号化法に依存するため、 実際の値が計算値 と

非常に異なることが多いからである。ぜ ットは、 値の伝達に必要なピ ッ ト数に、データ列

に対する 所定の推定圧縮ファクタを乗 じた値に基づいて推定されうる。あるいは、直前の

圧縮送信きれたデータに基づいて適応するように修正きれでもよい。

【0083】 10

前述の実施形態を実装する際、使用 されるデータ圧縮は二つの異なるフェ←ズを含む。

データ圧縮方法では、 選択情報者生成する方法が有利に選択されてもよい。選択情報は、

その方法で生成きれた量子化データの方式や種類を規定する。選択情報は例えば、出力デ

ー夕刊に含めるために、 有利にエン トロ ビー符号化されてもよい。出力データ30は、 生成

される際、画像全体や初期ブロック等に対し て複数のデ←タ列を有利に使用 しでもよい。

こうした複数列者使用する ことは、圧縮出力データ30のエントロ ピーそ減らすのに有益で

ある。

【0084】

前述した本発明の実施形態への修正は、 添付の特許請求の範囲に定義される発明の範囲

を逸脱しない限りにおいて可能である。本発明の記述と特許請求の範囲で用いられる 「含 20 

むJ， I備える J， I包含する J， I構成されるJ， I有する J， I存在する」等の表現

は、包括的構成であると解釈きれることを意図し ており 、明示的に記載きれていないアイ

テムや部品，構成要素も含まれうることを意図 している。 単数による表記は、 複数の場合

も関連すると解釈される。 添付の特許請求の範囲における括弧内の数字は、請求項の理解

そ助けることを意図したものであり、これらの請求項によって定義される発明の範囲そ限

定するように解釈されるべきではない。
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